


























第 1:章 小銀行の財務 ・経営状況においては、小銀行の資金利鞘、資金調達・運用構造、フィービジネ
スの収益貢献度、 費用効率、 (業務・経常・当期)利益率などを分析する。その結果、小銀行は平均的に
は、利菰指標 ・財務安全性においてと位の銀行と比べ劣後していないことが示される。
第 2草 米国中丙部における小銀行の存続状況においては、米国中央部のミ ネアポリス一セントポール
大都市圏を事例として、大手行と小銀行の庖舗網の枯抗状況を静態態 ・動態的に実証分析する。大手行は
小銀行の地盤をすべて奪取しよう とはしておらず、 むしろ内包的 ・選択的な常業網の拡大を阿っているた
め、小銀行との慎み分けもみられる、という様相が明らかになる。
第 3章 小銀行に対する業界団体の組織的支媛においては、小銀行の業界団体ICBA(Independent Com-
munily Bankers of Amcrica)の業務・人材育成支援サービス、および論者が研修生として参加したAsAス
トー ニア高等銀行研修所の管理職研修の捺栢を紹介する。コ ミュニティ銀行の 「自律的経営j が、 業界団
体や行政の積極的支援策により支えられていることを明らかにし、また、参加観察法により聞き得た 「地
域に生きるコ ミュニティ銀行家Jの声も紹介する。







































第2に、企業財務論(第 l章・第6章)、地域経済学(第 1:章)、経済地用論(第 2章)、社会学(第
4章)、政策過程論(第5章)、経営戦略論(第3草・第7章)という多様なアプローチ手法を援用するこ
とによって、主題に複眼的に迫っている点である。従来、わが国では金融分野の研究で地域性を考慮、に入
れることは少なかった。それに対し、経済地理分野の研究で金融機関の立地に関する研究が一部見られた
が、両分野の研究がほとんど接触なく行われていたのが現状であった。本論文は、両者の架橋を果たした
だけでなく、経営地盤であるコミュ二ティの精神的な意味まで含めて検討することによって、金融機関と
社会との関わり、金融機関の経営理念の源泉に注Hし、金融システム研究の方法を拡張したといえる。ま
た、執筆者自身も参加した米国銀行協会提供のストーニア高等銀行研修フ。ログラムを紹介しながら、 1也戚
社会からの要請に対応する銀行経営課題を明らかにするなど、銀行経常戦略論をきわめて実践的な視点か
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ら検討している。
なお、本論文では、地域再投資法の制定に象徴されるコミュニティ銀行と米国内地域社会との緊張関係
について、十分な論究が行われておらず、この点でコミュニティ銀行の全体像を把握するうえで問題点が
残るともいえる。しかしながら、このような問題点は、本論文の学術上の側値を損なうものではない。
以上の点、から、審査委員会は、本論文が博士(商学)の学位を授与するに値するものであると認める。
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